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❶ BCP ガイドラインの位置づけ
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❶ー1
ガイドライン作成の目的と背景

近年、多発する自然災害による甚大な被害、およびコロナウイルス感染症のパンデミックなどの新た
な脅威に対し、自動車産業における事業継続の為の対策を講じる必要性が高まっています。

これを受け、2011 年に発生した東日本大震災を機に作成した JAPIA の BCP ガイドラインの改訂
を行い、震災に加え、新たに風水害やパンデミックを踏まえ、今、自動車業界に必要とされる事業継
続計画（BCP）・事業継続管理（BCM）に関するガイドラインを作成いたしました。

当ガイドラインにおける重要項目は、下記の３点が挙げられます。これらの考えを骨子として本ガイド
ラインを作成するとともに、様々な企業事例を載せました。各企業における最適な事業継続ガイドラ
インの立案・作成並びに改定の参考としてご活用いただきたいと思います。

甚大な災害が頻発する昨今
では、“人命・安全”を企業の
守るべき最重要事項に位置
付けることが欠かせない観
点です。

人命・安全

グローバル調達の流れが進
む中で、災害に強いサプラ
イヤーであることは、供給
責任を果たしていく上でコ
スト競争力や品質と同等に
重要な企業の評価基準であ
り、社会への使命（もしくは
責務）でもあります。

自社の生 産 活 動のみなら
ず、自社と取引関係にある
企業と協業すべき内容を考
慮して作成することが基本
条件です。

1 2 3

供給責任 サプライチェーンでの
取組み



❶ BCP ガイドラインの位置づけ
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❶ー2
ガイドラインの使い方

本ガイドラインは、「( 一社 ) 日本自動車部品工業会の会員」および「取引先」の事業継続計画
(BCP)、事業継続管理 (BCM) の立案・作成、並びに改定の参考とする位置づけにて活用いただ
くために作成いたしました。

本ガイドラインの使い方を以下に示します。

本文中に記載された専門用語は、巻末の「用語集」で解説しています。
本文中で引用した文献は、巻末の「引用文献」に掲載しています。

■対象資料：「本ガイドラインの対象とするリスク」

■対象資料：「チェックリスト」

■対象資料：「事業継続計画(BCP)、事業継続管理(BCM)に関する解説」

様々な災害がある中で、本ガイドラインが対象とするリスクを示しています。

自社の防災や事業継続の取組みが抜け漏れなく整っているか確認いただく事
項を示しています。

チェックシートの各項目の内容、または関連した内容を示しています。
BCP、BCMの立案・作成、並びに改定の際の基本となる考え方の掲載、およ
び本ガイドライン策定にあたりご協力いただいた会員会社の事例を掲載して
います。

ステップ

ステップ

ステップ

対象となるリスクを確認しましょう。

自社の現状を確認しましょう。

自社ならではのBCP、BCMを立案・作成、並びに改定の参考と
しましょう。

をクリックすると該当ページにジャンプします
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❶ BCP ガイドラインの位置づけ

6 ©Japan Auto Parts industries Association (JAPIA) All Rights Reserved.

❶ー3
事業継続計画(BCP)・事業継続管理(BCM)の定義

本ガイドラインにおける事業継続計画(BCP)、事業継続管理(BCM)の定義を下記に記載します。
基本的に事業継続計画(BCP)は「災害発生時の事業継続」を対象としており、事業継続管理(BCM)
は事業継続計画(BCP)の「計画・導入・運用・改善」などを考えるものです。

災害時に事業継続計画(BCP)がうまく活用される為には、事業継続管理(BCM)の策定(構築)が欠
かせません。

この為、下記の両方を立案・策定しておきましょう。

事業継続計画 (BCP)

● 企業が自然災害、大火災、テロ攻撃などの緊急事態に遭
遇した場合において、事業資産の損害を最小限にとどめ
つつ、中核となる事業の継続あるいは早期復旧を可能と
するために、平常時に行うべき活動や緊急時における事
業継続のための方法、手段などを取り決めておく計画の
こと。

● Business Continuity Plan (BCP)

事業継続管理 (BCM)

● 事業継続計画を策定（構築）し、継続的に運用していく
活動や管理の仕組みのこと。下記の活動が含まれる。

① 事業の理解
② PDCA サイクル運用方針の作成
③ BCP の構築
④ BCP 文化の定着
⑤ BCP の訓練、PDCA サイクルの維持・更新、監査

● Business Continuity Management (BCM)

ガイドラインの使い方にジャンプ
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❶ー4
本ガイドラインの対象とするリスク

本ガイドラインにおける対象リスクは「地震」「風水害」「感染症」です。

これらのリスクに対する事業継続計画 (BCP)・事業継続管理 (BCM) について、「チェックリスト」
並びに「解説」を以降のページにて掲載しています。

チェックシートの各項目の内容、または関連した内容を示しています。
ここでは、BCP、BCM の立案・作成、並びに改定の際の基本となる
考え方を掲載するとともに、本ガイドライン策定にあたりご協力いただ
いた会員会社の事例を掲載し、本ガイドラインをご利用いただく皆様が、
自社ならではの BCP、BCM を構築する為の様々な情報を紹介してい
ます。

専門用語の用語解説、引用した文献の一覧を掲載しています。

1. ガイドライン作成の目的と   
背景

2. ガイドラインの使い方
3. BCP・BCM の定義
4. 本ガイドラインの対象とする

リスク
5. チェックリスト

❷災害に対する基本方針
❸ BCP 作成にあたって   

（事業継続戦略の作成）
❹平時からの備え
❺災害発生時の初動から復

旧活動
❻事後、検証と改善・記録
❼感染症

用語集
引用文献

❶ BCP ガイドラインの位置
づけ

BCP ガイドラインの全体像

事業継続計画 (BCP)
事業継続管理 (BCM) に

関する解説

想定される災害

※本ガイドラインで対象とするリスク
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❶ BCP ガイドラインの位置づけ

❶ー5
チェックリスト No.1～26

大項目 中項目 小項目 No. チェック項目 Check

① BCP ガイドラインの位置
づけ

ガイドラインの目的・使い方・対象リスクを理
解して活用しましょう

② 災害に対する基本方針 ＜共通＞安全配慮義務 1 事業継続方針等で人命の安全確保を最優先とすることを明記している。 □

③ BCP 作成にあたって   2
災害発生時であっても安全配慮義務が求められることを念頭に、各種
判断・指示にあたり、従業員等の安全確保を考慮した判断基準や対応
手順が定められている。

□

③事業継続戦略の作成 経営トップの関与、BCM体制
の構築 3 事業継続計画（ＢＣＰ）の策定には経営層が積極的に関与している。 □

④平時からの備え

1. 被害想定

立地リスクの適切な把握（重ね
るハザードマップの使い方、Ｊ
ＳＨＩＳの使い方）

4 自社拠点毎に想定される自然災害リスク等を把握している。 □

被 災 想 定の検 討 手 順 ( 建 屋 、
設備、ユーティリティ、通信、要
員)

5
自社拠点で懸念されるリスクを特定し、自社の主要リソースの被災想定
を把握している。（出社可能性、建屋、建屋内部、生産設備、ユーティ
リティ、通信、情報、システム等）　

□

2. 被害の分析
と対応検討

被災想定に基づく
減災対策の実施

6 人命安全確保の観点から、被災想定に基づき減災対策に取り組んでい
る（建屋耐震化、重量のある設備や避難通路付近の設備の固定など）。 □

7
事業復旧の観点から、被災想定に基づき減災対策に取り組んでいる（地
震であれば生産設備の固定、配線・配管等の補強、有害物質等の漏
洩対策、水災であれば止水板の設置など）。

□

8 金型の減災対策として、金型置き場（ラック）等の固定、落下防止バー
の設置、図面データのバックアップ等を行っている。 □

9 重要業務に紐づくシステムのバックアップを行っている。 □

10 自社の製品生産の設計にかかわる情報（データ、図面、工程表等）の
バックアップを行っている。 □

11
停電した場合に備え、避難および待機用の照明などと、緊急対策本部
等の機能を維持するための必要最低限の電源を確保している。また、
必要な燃料等が確保されている。

□

12 対策本部以下、復旧活動実施チームメンバーの緊急時の連絡先一覧を
作成し共有している。 □

＜地震＞個人の対応 13 地震発生時の個人の対応（自己の安全を確保するための行動）を、置
かれた環境（事務棟オフィス、生産現場等）に応じて明確化している。 □

＜風水害＞タイムラインの
考え方（全体像） 14 風水害の到来が予測される場合の事前の実施事項（気象情報の取得、

物的被害の軽減手順、避難の実施基準等）を時間軸で整理している。 □

自衛消防組織の対応 15 自衛消防組織（職場防災隊）を組織し、初期消火、避難誘導、連絡通報、
応急救護等の役割を定め、周知している。 □

リモートによる組織対応 16 リモートで情報の収集・共有・判断・指示が可能な仕組みを構築して
いる。 □

災害時でも繋がる通信手段 17 一般回線や携帯電話網が使用不可能になった場合でも、自社の拠点間
で通信・連絡できる手段を整備している。 □

重要業務の選定 18 早期に復旧すべき重要業務や重要製品の優先順位が明確になっている。 □

目標復旧時間（ＲＴＯ）の設定 19 重要業務や重要製品について、目標復旧時間を定めている。 □

重要業務を支える
リソースの把握

20 重要業務の継続に必要なリソース（人、建屋、設備、部品・原材料、
システム等）を洗出し、特定している □

21 重要業務の継続に必要な部品・原材料等の取引先（素材メーカー等）
を把握している。 □

22
重要な製品納入および重要な部品・原材料の入荷を行う物流業者につ
いて、災害発生時の対応を具体的に検討している（輸送キャパシティ
の優先割当、車両被災時の代替車両確保可能性など）。

□

23 緊急事態の際の、取引先や顧客との連絡・調整の方法および支援に関
する事項が予め取り決められている。 □

24 平時より顧客の事業継続計画（ＢＣＰ）の情報を収集している（目標
復旧時間など）。 □

25 被災時における設備業者（工場の設備の修理業者）について、通常の
委託先が使用できない場合に他の業者に頼める体制を整えている。 □

26 被災時に会社の存続・復旧活動に必要となる資金を把握し、調達でき
る体制を整えている。 □





10 ©Japan Auto Parts industries Association (JAPIA) All Rights Reserved.

災害に対する
基本方針2
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❺ 災害発生時の初動から復旧活動

❺ー4
計画に基づく復旧活動

対策本部を設置し、被害状況に応じてBCP（事業継続計画）を発動させ、復旧活動を進めます。特に災
害対策活動の推進の根幹となる災害対策本部機能を維持することは、迅速な復旧・復興業務の推進に
おいても不可欠です。この為、被災状況に応じた持続可能な災害時の体制を構築しましょう。

なお、発災時には非常時の優先業務に従事する社員が長期にわたって災害対応する場合が想定されま
す。その場合には、ローテーションを組むことや、自宅の被害状況の確認等に戻れるように、24時間以
上の休憩を交代で与えるなど、持続可能な態勢を早期に確立し、社員の健康維持に配慮しましょう。

■対応手順書
■行動チェックリスト

事例
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❻ 事後、検証と改善・記録

❻ー1
初動から復旧活動の振り返り

BCPに基づく対応が終了した後は、次の災害に備え、より安全で効率的に対処できるよう、かつ、事業
継続能力の強化に活かせるよう、しっかり振り返りを行い、改善につなげていきましょう。

❶ 検証（振り返り）の意義
BCP一連の活動について検証（振り返り）することによって、現状のBCPの課題を実践で抽出できます。振
り返りは、その課題を対策し、より有効なBCPに更新していくための非常に重要な活動の出発点となりま
す。また、地震のような自然災害は数十年、数百年間隔で起こるモノもあり、頻繁に経験するわけではあり
ません。記録を残すということは次世代の方々への継承となり、大きな助けになります。
つまり、検証と改善、記録は、今後の災害への備え、次世代の災害に対する備えの両方に資する重要な活
動です。

❸ 検証（振り返り）のタイミング
BCPに則った復旧活動が終了または目処がついた時点で、関係者で振り返りを行い、話し合いましょう。各
自の記憶が鮮明なうちに行う事で、経験値を反映したより現実にそった内容に改善することができます。ま
た、社員に意見や感想を募ることも改善に効果的です。

❹ 定期的な見直し・改善
BCP発動後の検証（振り返り）だけではなく、BCPの有効性低下や陳腐化を防ぐため、下記のような観点
で定期的な見直しが必要です。

自社の事業戦略や次年度予算を検討する機会と連動したBCPの定期的な見直し

自社事業、内部または外部環境に大きな変化があった際の見直し（事業追加・入れ替え、人事異動・
組織・システム・ネットワーク等の大幅な変更による見直しがあった場合／自然災害（新たな驚異の発
生）、事業に関わる法律やガイドライン変更があった場合）

BCPを含むBCMの内容や実施状況等の定期的（年1回以上）な点検

防災訓練等の結果反映（初動対応から生産復旧に関わる各種訓練）

❷ 検証（振り返り）の観点
・人	 ： 役割を担われた方々はそれを全うできたか、体制は十分に機能したか
・モノ	 ： 準備していたモノや決め事などは想定通りに機能したか（活用できたか）
・金	 ： 復旧までにはどの程度費用を要したか、
　　　　　復旧後の改善、未然防止に必要な費用を試算（ハード面における改善費用、業務をより良くするた

めの費用）
・情報	 ： 指揮命令はタイムリーに機能したか、情報共有は機能したか、情報機器は想定通りに使用できたか
・時間	 ： 目標復旧時間内に復旧できたか（できなかった理由はなにか）　
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❻ 事後、検証と改善・記録

❻ー2
足りなかったもの、不要だったものの確認

被災後、復旧対応が完了して全面復旧となった時に、被災の経験・対応の良し悪しを次の災害に活かす
べく、初動・復旧活動など平時から備えていたものについて、評価・改善が必要になります。

足りなかったもの、用意していてよかったもの、用意して使わなかったもの、などを初動対応・復旧活動
などのフェーズごとに整理し、全社で共有して対応策を決めて、次の災害に向け準備することが重要で
す。

「もの」とは、備蓄品など品物の他に、耐震補強などのハード面、復旧活動の体制・ルールなどのソフト
面、活動をするための個人のスキル、さらには活動のための教育など、BCPのために準備・決定される
全てが対象になります。

■災害時の困った事例を復旧後収集し、
　次の災害に向け準備を行う

事例
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❻ 事後、検証と改善・記録

❻ー3
課題の明確化、トップへの提言、改善

災害後、自社のBCPを検証（振り返り）し、課題を明確にしてこれを改善していくためには、経営トップ
や経営陣の承認のもと会社として進めることが重要です。（費用もかかりますし、人的、物的リソースも
必要です）
事務局は十分な時間を確保し、経営陣に対して課題や改善点の報告を行いましょう。必要な議論や評
価を行い、自社の事業継続能力の維持・改善のための活動につなげていきましょう。

経営陣の取組み姿勢

❶ 想定を超える（想定外の）大災害や予測不能な事件の可能性を考慮すれば、完璧なBCPを持つこと
は現実には不可能に近くなりますが、経営トップにおいては、それを理由に着手を躊躇したり、拡充
を放棄したりせず、少しずつでも改善を繰り返しながら、自社の事業継続能力を向上させ続けていく
必要性があります。様々なリスク要因への対策を常に検討し、講じる為の組織・風土づくりを進めま
しょう。

❷ BCP・BCMを改善するためには、現実として、個別の取組みのみでなく、企業間や企業体などのサ
プライチェーン連携、あるいは業界や地域などにおける連携を考慮する必要があります。経営トップ
は、取引先、業界団体、地域関係者などと共同してBCPの訓練やBCMの見直しを行うなど、積極的
に取り組むことが望まれます。
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❻ 事後、検証と改善・記録

❻ー4
記録

今後のBCPの見直し、継続的改善の実施を念頭に、分析から戦略・対策の決定に至った根拠、経過の
資料、選択理由等は、記録として保持しておきましょう。
また、発生事象（インシデント）が落ち着いた後で振り返りや反省を可能とするためには、事象発生後の
対応を記録することが重要なので、あらかじめ記録する項目を明示したフォーマットを用意しておきま
しょう。
振り返りや反省などは後からでも良いので、記憶が薄れる前に（2日後を目途に、なるべく早い段階で）
記録しましょう。

事例

日時 14:46

被災状況本社ベース 1回目の大きな地震発生

本
社

とった行動・対応（全体） その場で身の安全確保（机の下に身を置く）

開発部

営業部

人事部

良かった点
・転倒防止策により、棚の転倒を防げた
・混乱なく全員が避難することができた
・全員の点呼がスムーズに出来た

課題 持ち出し用の貴重品が決まっていない。

工
場

時間 14:46

被災状況 1回目の大きな地震発生

とった行動・対応（全体） ・その場で身の安全確保
・事務所に居る人が、地震である事をアナウンスし、作業を中断するよう連絡

各部門の対応状況および
発生事実

良かった点 塗装ボイラーも止めガスも切って対応できた

課題 避難経路の見直しが必要
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❼ 感染症

❼ー1
感染症とは

❼ー2
感染経路

感染症とは、大気、水、土壌、人を含む動物に存在する病原性の微生物が体内に侵入することで引き起
こす疾患のことです。
私たちの身の周りには、常に目に見えない多くの微生物（細菌、ウイルス、真菌等）が存在していますが、
その中で感染症を引き起こす微生物を病原体と言います。
病原体が身体に侵入しても、症状が現れる場合と現れない場合があります。
これは病原体の感染力と、身体の抵抗力とのバランスで決まります。
私たちの身近で発生流行した感染症は、インフルエンザ、ノロウイルス、新型コロナウイルスなどがあり
ますが、アフリカなどで時折り大流行するマラリアやエボラ出血熱なども感染症です。

病原体が身体に侵入する経路は大きく分けて垂直感染と水平感染があります。
垂直感染とは妊娠中または出産時に赤ちゃんに感染することで、母子感染と言われ、風疹やＢ型肝炎な
どが垂直感染を引き起こします。
水平感染は、人やモノなどの感染源から周囲に広がるモノで、接触感染、飛沫感染、空気感染、媒介物
感染の大きく４つに分類することができます。

接触感染：感染者に直接接触して感染する
飛沫感染：咳やくしゃみで飛び散ったしぶき（飛沫）を吸い込むことで感染する
空気感染：空気中に漂う微細な粒子（飛沫核）を吸い込むことで感染する
媒介物感染：汚染された水、食品、血液、昆虫などを介して感染する　　

感染症例
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❼ 感染症

❼ー3
BCPと感染症

インフルエンザで学校や学級が閉鎖されるように、ある一定区域内で感染が蔓延するとその区域は閉
鎖される場合があります。
また、職場で多数の感染者が出れば日々の業務に影響を与え、長引いたり更に感染者が増えるようなこ
とがあれば生産や業務が行えず、経営にも影響を与える可能性があります。

BCPに感染症の項目を追加するにあたっては、以下を決めておきましょう。

まずはチェックリストで自社の強み弱みを知り、何を対策すべきか、明確にしましょう。

❶ グローバルにオペレーションが展開されている現在、日本のみならず海外からも情報収集して
おく。
※駐在員の一時的な避難や、事前に必要な予防策を講じることが可能になります。

❷ 日頃からの感染予防対策を講じておく。（withコロナも念頭に習慣化したいものです）

❸ 感染症が発生した場合、皆が正しい行動ができるようマニュアルを整備しておく。

❹ 社内で感染が拡大し、限られた人間で仕事を行うために、生産や業務の優先順位を決め
ておく。

FORTH｜国・地域別情報

https://www.forth.go.jp/news/20181119.html

外務省 海外安全ホームページ｜医療・健康関連情報 (anzen.mofa.go.jp)

世界の医療事情｜外務省 (mofa.go.jp)

FORTH｜海外感染症発生情報

公益社団法人 日本産業衛生学会
「職場における新型コロナウイルス感染症対策のための業種・業態別マニュアル」の公開
https://www.sanei.or.jp/topics/covid19/individual.html?entry_id=115

［製造業］https://www.sanei.or.jp/files/topics/covid/COVID19MANUAL2-MANUFA.PDF

［オフィス業務］https://www.sanei.or.jp/files/topics/covid/COVID19MANUAL1-OFFICE.
PDF

紹介ページ

紹介ページ

https://www.forth.go.jp/destinations/index.html
https://www.forth.go.jp/news/20181119.html
https://www.anzen.mofa.go.jp/kaian_search/index.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/medi/index.html
https://www.forth.go.jp/topics/fragment1.html
https://www.sanei.or.jp/topics/covid19/individual.html?entry_id=115
https://www.sanei.or.jp/files/topics/covid/COVID19MANUAL2-MANUFA.PDF
https://www.sanei.or.jp/files/topics/covid/COVID19MANUAL1-OFFICE.PDF
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❼ 感染症

❼ー4
日頃からの備え

感染症対策はすなわち防疫活動で、疾病の情報収集と常時監視制度（サーベイランス）の確立が原則
です。

このような対策が一般的に言われますが、これらについて具体的な手段を定めておくことが重要です。
例えば下記は「感染防止３つの基本」といわれるものです。

また、生産現場での感染防止も重要です
　　職種によっての感染防止策（フェイスシールド、マウスシールドなど）
　　休憩所や食事場所の分散など

これらを参考に、自社での行動様式を定め、皆が実践し、習慣として定着させることが重要です。

❶ 感染源対策（感染者の早期発見と隔離、媒介動物の駆除など）
❷ 感染経路対策（交通機関の遮断、会社、学校の閉鎖、消毒など）
❸ （人の）感受性対策（ワクチン接種など）

❶ 身体的距離の確保（インフルや新型コロナなど、飛沫感染するものに有効）
２ｍが推奨されています、最低でも１ｍは確保しましょう

❷ マスクの着用
会議の時や会話する時、人との距離が取れない場合に着用しましょう

❸ 手洗い
30秒かけて、石鹸を使用して丁寧に（消毒薬の使用も効果的です）

【新型コロナウイルス感染予防】健康や医療相談の情報｜厚生労働省 (mhlw.go.jp) 

【インフルエンザ感染予防】インフルエンザ（総合ページ） ｜厚生労働省 (mhlw.go.jp)

紹介ページ

https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/kenkou-iryousoudan.html#h2_1
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/infulenza/index.html
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❼ 感染症

❼ー5
感染者が発生した場合

不幸にも社内で感染者が発生してしまった場合、感染の疑いがある人が発生した場合など、様々な場
面で皆さんの行動の指針となるものがマニュアルです。
どんな場合にどんな行動をするのか、各社の医療職スタッフと、場合によっては、保健所や行政と一緒
に作成しておく必要があります。

また、感染拡大を防ぐためには、人との接触を減らす必要があり、どこまでの状況になったら、どんな施
策を行うのか、と言った取り決めも必要になります。
各社の事情に合わせて、何種類かの施策を同時に行うことが効果的です。

「自動車業界としての新型コロナウイルス対策支援について」
自動車工業4団体では「業界が一丸となり、職場における感染拡大防止策を強化したい」「職場の対
策にご苦労されている企業に、お役に立てて頂きたい」との想いから、各社の職場でのコロナ対策事
例を幅広く共有し合う取組みを進めております。実例を参考に、自社の対策を検討・導入しておきま
しょう。

JAMA - 自動車業界としての新型コロナウイルス対策支援について

紹介ページ

マニュアル例

施策例

感染者発生時対応マニュアル
濃厚接触者、発熱者対応マニュアル、濃厚接触者行動確認リスト
体調不良時相談の目安
感染症対応勤務形態
消毒関係マニュアル

会議は全てオンライン、出張の禁止や制限、来訪者の受け入れ中止
昼食の時間差（2交代、3交代化）
在宅勤務（社内に濃厚接触者を作らない、公共交通機関を使わない）

https://www.jama.or.jp/covid19/measures.html
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❼ 感染症

❼ー6
感染症まとめ

時間の流れ 社外の状況 社内の状況 対応 備考

平常時 感染症の発生が
無い状態

感染者の発生が
無い状態

情報収集網の
整備

どこから、どんな情報を、どんな手段で収集するのか明確に
する

（現地駐在員からの聴取、TV、インターネット、外務省や現
地自治体の広報も有効なツールです）

各 種マニュアル
の整備 感染症発生を想定し、会社としての行動を規定する

各種制度や
規定の整備

勤務形態、機器の持ち出し、対外発表などの体制や制度を
規定する

基準の整備 どこまでの状況になったら何を発動するか規定する

生産や業務の
優先順位付け 感染による人員減を想定した準備（体制・運営、等）を行う

消毒の道具、
防護服等の準備 社内での感染防止、感染者対応のための準備を行う

教育・訓練、啓発 日頃から、教育・訓練を何度も繰り返し実施し、社内の各階
層に啓発する

市中での
感染症発生

および
流行時

海外での感染症
発生・流行

海外拠点で
感染リスク増

情報収集
市中での感染の状況、海外拠点への影響度を把握する

駐在員の生活状況（生活必需品の入手（買い物）や病院、学
校の状況、等）を確認する

判断 駐在員の帰任判断、対策本部の設置判断等の検討体制を
整えておく

国内での感染症
発生・流行

感染者の発生が
無い状態

社員への
感染阻止

感染症の種類に応じた制度や規定、基準に従って対応する

（例：時差通勤、在宅勤務、マスク着用、手指や職場の消毒
指示、出張や来訪者の制限や禁止、等）

生産現場など在宅不可の職場の対策も抜け漏れなく、感染
症対策を実施する

市中で感染が
蔓延し、

社内で感染者
発生時

国内で
感染蔓延

社内で
感染者発生

社内蔓延（クラス
ター）の阻止

感染症の種類に応じた制度や規定、基準に従って対応する

（例：感染者の自宅待機指示、濃厚接触者の特定と自宅待機
指示、保健所や行政との連絡・調整および社内外への情報
発信、等）

社内で感染が
蔓延 操業の維持

感染症の種類に応じた制度や規定、基準に従って対応する

（例：決められた優先順位に従った生産や業務体制への人
員配置、経営層が罹患した場合の業務代行発動、保健所や
行政との連絡・調整および社内外への情報発信、等）

収束後 国内外で
感染収束

感染者の発生が
無い状態

判断

感染症の種類に応じた制度や規定、基準に従って対応する

（例：海外駐在員の帰任、時差通勤や在宅勤務、マスクの着
用や消毒）

＊なお、対面で話しをする際のマスク着用、手指の消毒など
は感染症流行時だけではなく、平時からの習慣化が望まし
いです。

振り返りと
課 題 の 明 確 化 、
対策

想定通りできた事、できなかった事とその理由の明確化およ
び対策を講じる

目次へジャンプ
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引用文献

内閣府「事業継続ガイドライン」

中小企業庁「中小企業BCP支援ガイドブック」

日本自動車部品工業会「BCPガイドライン」

首都直下地震の被害想定と対策について：http://www.bousai.go.jp/kohou/kouhoubousai/h25/74/special_01.html

南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ：http://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/nankaitrough_info.html

国交省　ハザードマップポータルサイト：https://disaportal.gsi.go.jp/index.html

いざというときのために　応急手当の知識と技術を身につけておきましょう | 暮らしに役立つ情報 | 政府広報オンラ
イン (gov-online.go.jp)

緊急度判定体系の普及 | 救急お役立ち ポータルサイト | 総務省消防庁 (fdma.go.jp)

応急手当のポイント | 公益財団法人 東京防災救急協会 (tokyo-bousai.or.jp)

東京消防庁＜安全・安心＞＜救急アドバイス＞ (tokyo.lg.jp)

中小企業向け事業継続計画(BCP)策定マニュアル - 愛知県 (pref.aichi.jp)

「想定東海・東南海地震連動の全体的な地震災害シナリオ概要」（愛知県東海地震・東南海地震等被害予測調査）

「平成２３年度～２５年度 愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等 被害予測調査結果」 愛知県防災会議地震部会 
平成２６年５月

地震・津波対策 : 防災情報のページ - 内閣府 (bousai.go.jp)

東京都業務継続計画（都政のBCP）「第Ⅱ部 業務継続のための取組み」　平成１９年１２月　　日 (tokyo.lg.jp)

FORTH｜国・地域別情報

https://www.forth.go.jp/news/20181119.html

外務省 海外安全ホームページ｜医療・健康関連情報 (mofa.go.jp)

世界の医療事情｜外務省 (mofa.go.jp)

FORTH｜海外感染症発生情報

「職場における新型コロナウイルス感染症対策のための業種・業態別マニュアル」の公開

【新型コロナウイルス感染予防】健康や医療相談の情報｜厚生労働省 (mhlw.go.jp) 

【インフルエンザ感染予防】インフルエンザ（総合ページ） ｜厚生労働省 (mhlw.go.jp)

JAMA - 自動車業界としての新型コロナウイルス対策支援について

目次へジャンプ

http://www.bousai.go.jp/kohou/kouhoubousai/h25/74/special_01.html
http://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/nankaitrough_info.html
https://disaportal.gsi.go.jp/index.html
https://www.gov-online.go.jp/useful/article/200801/1.html
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kinyu/aichi-bcp.html
http://www.bousai.go.jp/jishin/index.html
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/common/BCP/03torikumi.pdf
https://www.forth.go.jp/destinations/index.html
https://www.forth.go.jp/news/20181119.html
https://www.anzen.mofa.go.jp/kaian_search/index.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/medi/index.html
https://www.forth.go.jp/topics/fragment1.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/kenkou-iryousoudan.html#h2_1
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/infulenza/index.html
https://www.jama.or.jp/covid19/measures.html
https://www.sanei.or.jp/topics/covid19/individual.html?entry_id=115
https://www.fdma.go.jp/publication/portal/post3.html
http://www.tokyo-bousai.or.jp/lecuture_point/
https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/lfe/kyuu-adv/index.html
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